


平成21年度決算一般会計のつかいみち

しろさと議会だより　No.24　　２

□基金残高　 　34億5,986万円
　　　　  　町民一人あたり　　約１５万8,208円
 　　　　  　    （平成２２年４月１日現在　21,８６９人）

□町債残高　　１２１億1,519万円
　　　　　  町民一人あたり　　約55万3,9８９円
 　　　　　      （平成２２年４月１日現在　21,８６９人）

　
定
例
会
は
、
9
月
７
日
か
ら
　
日
の
9
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
承
認
１
件
、

１5

条
例
改
正
3
件
、
工
事
委
託
１
件
、
補
正
予
算
７
件
、
そ
の
他
３
件
、
決
算
認
定

９
件
の
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

陳
情
２
件
、
報
告
４
件
が
あ
り
ま
し
た
。

平成２１年度決算一般会計の使いみ会計の使いみちち
歳出総額100億円

第３回
議会定例会
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平成21年度決算一般会計のつかいみち

内容支出額事業名

区及び自治会の運営補助947自治振興交付金

公共施設のテレビ等の買い替えを行い、地上デジ
タル放送の対応を図った。1,273経済危機対策事業

（地上デジタルテレビ購入）

7,573件、22,731人給付36,010定額給付金給付事業

情報通信網の格差是正（桂地区全域達成）7,875ブロードバンドゼロ地域解消
事業工事

要介護老人の施設への入所措置
養護老人ホーム入所者　26人5,005老人保護措置事業

デマンド交通（ふれあいタクシー）に対する運行
補助1,628新交通システム運行補助

医療福祉対象（マル福）外の乳幼児・小学生及び
中学生の医療費助成2,251特例乳幼児医療費助成事業

新型インフルエンザの流行予防
（接種者　延べ4,107人）3,412新型インフルエンザ対策事業

町開発公社に委託し、イベント等を開催。1,728グリーンツーリズム事業

町道の整備（高根・御前山・下青山・徳蔵地区）8,951道路改良工事

９棟１８戸の解体工事2,903舟渡団地非木造解体工事

全戸配布1,125経済危機対策事業
（住宅火災警報器）

幼稚園・小中学校に配置し、外国語の語学向上1,392ＡＬＴ（外国語指導助手）
設置事業

町内の小学６年生を対象とし、北海道の自然の中
での宿泊学習926ふれあいの船事業

（単位：万円）

一般会計

　　　歳入（町に入ったお金）　　　102億9,022万円

　　　歳出（町で使ったお金）　　　100億5,902万円

　　　歳入歳出差引額　　　　　　　  2億3,120万円

　　　実質収支　　　　　　　　　　  1億3,543万円

主に、このような事業に使われました。

平成２１年度決算一般会計の使いみ平成２１年度決算一般会 ち
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財務比率

平成19年度平成20年度平成21年度

0.410.420.41財政力指数

89.289.787.2経常収支比率（％）

15.514.613.5公債費比率（％）

10.810.59.8起債制限比率（％）

1,274,4631,241,1371,211,519地方債現在高（万円）

財政力指数………………「１」に近いほどよく、「１」を超えるほど財源に余裕があることを示す。

経常収支比率……………おおむね７０％から８０％が標準とされる。

公債費比率………………高いほど自由に使える財源がせばまる。おおむね１０％程度

起債制限比率……………過去３年平均で２０％以上になると起債の許可が一部制限される。

○　多額の不用額を出すことのないよう、常に業務の執行状況、さらには、決算見

込みを的確に把握して、予算編成及び予算補正を適切に行うなど、限られた財源

の効率的な運用を図るよう努められたい。　

○　合併後５年間の決算規模を見てみると、歳入の伸びが見込めない中にあって、

合併後から徐々にではあるが、縮小してきてはいるが、本来の住民ニーズに対応

し、より効率的・効果的な予算編成等に努めるとともに、一層の歳出の抑制を図

られたい。　

○　補助金の支出にあたっては、団体等の決算を注視し、町が補助すべきもの、団

体みずからが行うべきもの等、明確な区分により補助基準を見直すなどさらに補

助金の適正化を図るとともに、団体の自立化を促していくことが必要である。

監査委員決算審査報告
　８月３日（火）から９日（月）まで７日間にわたり、平成２１年度一般会計・

７特別会計・１企業会計決算と事業実施状況について審査しました。その結

果、次の意見を付しての報告がありました。

監査委員　　一　木　百　彦　

監査委員　　鯉　渕　秀　雄　

監査委員決算審査報告
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近隣町村との比較

数字で比べてもかなり厳しい！！　今後の財政はどうなる？
平成２７年度からは、普通交付税が大幅削減へ！
合併特例法においての手厚い財政措置が終了し、町としての本来の算定額となると現在よりも減額となる。
今後の行財政の合理化・効率化をどのように計画的に確実に進めていくかが大きな課題となる。

（単位：万円）

実質公債費比率（％）経常収支比率（％）財政力指数

17.089.70.410城里町

12.890.80.786県平均

14.785.90.581茨城町

　7.594.90.828大洗町

15.291.30.344大子町

※「茨城県市町村概況（平成22年度版）」より抜粋

実質公債費比率
　率が高いほど財政運営が硬直化していることを示しており、１８％以上の団体は地方債の発行に際し許
可が必要となり、公債費負担適正化計画を策定し、財政の健全化を図る必要がある。さらに、２５％以上
の団体は一定の地方債の発行が制限される。

平成２１年度特別会計決算

　特別会計及び企業会計の決算は以下のとおりです。

差引額歳出総額歳入総額会計名

1,349229,402230,751保険事業国民健康
保　　険 90527,01527,920診療所

13535548老人保健

14816,68216,830後期高齢者医療

1,966138,363140,329保険事業
介護保険

0530530サービス

1,948133,278135,226公共下水道事業

39754,36454,761農業集落排水事業

05,0355,035簡易水道（塩子地区）

2,65557,11059,765
収益的
収入・
支出　

水道事業

△18,46858,97740,509
資本的
収入・
支出　

監査委員決算審査報告



   総
務
民
生
常
任
委
員
会

　
総
務
民
生
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
9
月
8
日
に
委
員
会

を
開
催
し
、
平
成
　
年
度
一
般

２１

会
計
決
算
の
所
管
分
・
国
民
健

康
保
険
・
老
人
保
健
・
後
期
高

齢
者
医
療
・
介
護
保
険
特
別
会

計
の
決
算
に
つ
い
て
審
査
し
ま

し
た
。

（
一
般
会
計
）

　
歳
　
入

問
　
収
納
対
策
室
設
置
に
よ
る
、

滞
納
徴
収
の
状
況
に
つ
い
て
。

答
　
平
成
　
年
度
　
件
実
施
。

２１

８３

銀
行
の
残
高
調
査
を
行
っ
て

徴
収
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
る
。

問
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
。

答
　
年
々
利
用
者
は
減
少
し
て

い
る
。
特
に
や
ま

ゆ
り
荘
が
１
月
か

ら
ボ
イ
ラ
ー
の
故

障
の
た
め
使
え
な

か
っ
た
。

　
歳
　
出

問
　
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
研

修
内
容
に
つ
い
て
。

答
　
年
度
当
初
に
個
人
の
目
標

を
設
定
し
、
最
終
的
に
は
、

個
人
評
価
を
し
、
管
理
職
に

よ
り
、
職
務
状
況
の
評
価
を

し
て
い
る
。

問
　
公
共
施
設
へ
の
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
購
入
事
業
の
内

容
に
つ
い
て
。

答
　
経
済
危
機
対
策
事
業
で
実

施
し
、
各
課
か
ら
状
況
を
把

握
し
て
、
最
終
的
な
台
数
を

決
定
。

問
　
定
額
給
付
金
給
付
事
業
の

町
負
担
分
は
あ
っ
た
の
か
。

答
　
基
本
的
に
は
、
全
額
補
助

で
あ
る
。

問
　
繰
越
明
許
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
。

答
　
総
務
費
、
民
生
費
で
　
事
２７

業
程
度
あ
り
、
現
在
１
０
０

％
発
注
に
は
、
至
っ
て
い
な

い
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

問
　
国
県
負
担
金
・
補
助
金
額

の
積
算
根
拠
に
つ
い
て
。

答
　
医
療
費
の
動
向
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
る
。

問
　
医
療
用
衛
生
材
料
費
の
医

科
・
歯
科
の
割
合
に
つ
い
て
。

答
　
ほ
と
ん
ど
が
医
科
分
で
、

歯
科
は
、
化
膿
止
め
、
痛
み

止
め
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

問
　
他
会
計
繰
入
金
に
つ
い
て
。

答
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

に
よ
っ
て
、
赤
字
に
な
ら
な

い
よ
う
に
調
整
し
て
い
る
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

問
　
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
内
容
に
つ
い
て
。

答
　
平
成
　
年
度
か
ら
実
施
。

２１

７
月
か
ら
翌
年
８
月
ま
で
の

決算特別委員会での主な

決算特別委員会での主な質疑・答弁

　委員会の審議状況
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介
護
と
医
療
を
合
わ
せ
て
、

あ
る
一
定
限
度
額
を
超
え
た

分
が
高
額
の
対
象
と
し
て
支

給
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。

   教
育
産
業
常
任
委
員
会

　
教
育
産
業
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
9
月
９
日
に
委
員
会

を
開
催
し
、
平
成
　
年
度
一
般

２１

会
計
決
算
の
所
管
分
・
公
共
下

水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事

業
・
簡
易
水
道
事
業
・
水
道
事

業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た
。

　
（
一
般
会
計
）

　
歳
　
入

問
　
住
宅
・
建
築
物
安
全
ス

ト
ッ
ク
形
成
事
業
補
助
金
は

ど
う
い
う
も
の
か
。

答
　
平
成
　
年
度
か
ら
開
始
。

２０

個
人
住
宅
へ
の
耐
震
診
断
補

助
で
あ
る
。

問
　
観
光
動
態
調
査
委
託
金
の

調
査
結
果
は
。
単
年
度
の
み

か
。

答
　
毎
年
度
実
施
。
ふ
れ
あ
い

の
里
、
う
ぐ
い
す
の
里
の

2
ヶ
所
。

　
　
平
成
　
年
度
は
、
ふ
れ
あ

２１

い
の
里
　
３
１
，
２
２
０
人
、

う
ぐ
い
す
の
里
１
２
，
０
４

５
人
。

　
歳
　
出

問
　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
の
内
容
は
。

答
　
町
か
ら
開
発
公
社
へ
委
託

し
、
ふ
れ
あ
い
の
里
、
ホ
ロ

ル
の
湯
で
行
っ
て
い
る
。

問
　
消
費
者
相
談
員
育
成
補
助

に
つ
い
て
。

答
　
平
成
　
年
度
は
、
準
備
段

２１

階
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
全

戸
配
布
。

　
　
平
成
　
年
２２

度
は
、
４
月

か
ら
開
始
。

毎
週
水
曜
日

相
談
員
１
名

で
町
民
の
方

対
象
と
し
、

多
重
債
務
等

の
相
談
を
受

け
て
い
る
。

問
　
身
近
な
み

ど
り
整
備
事

業
の
委
託
先
は
。

答
　
笠
間
西
森
林
組
合
と
城
北

森
林
組
合
に
委
託
し
、
民
有

林
に
お
い
て
間
伐
等
を
、
七

会
地
区
と
上
古
内
地
区
の

　
　
で
実
施
。

３０
ha

（
公
共
下
水
道
事
業
）

問
　
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
と
流
域
関
連
公
共
下

水
道
事
業
の
区
分
の
違
い
は
。

答
　
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
は
、
独
自
の
処
理
施

設
を
使
用
し
、
都
市
計
画
区

域
外
の
地
域
の
事
業
で
、
流

域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
は
、

常
北
地
区
で
、
那
珂
久
慈
の

流
域
の
中
に
入
っ
て
い
る
た

め
に
こ
の
事
業
と
な
る
。

問
　
普
及
率
は
。

答
　
平
成
　
年
度
末
で
、
常
北

２１

地
区
が
、　

．
６
％
。
桂
地

２７

区
が
、　

．
３
％
で
あ
る
。

１４

（
農
業
集
落
排
水
事
業
）

問
　
受
益
者
負
担
金
は
各
地
区

ご
と
に
差
は
あ
る
の
か
。

答
　
上
入
野
地
区
　
３
０
３
，

５
０
０
円
　
青
山
地
区
　
２

２
４
，
０
０
０
円
　
北
方
高

久
地
区
　
３
３
０
，
０
０
０

円
、
孫
根
３
４
０
，
０
０
０

円
で
あ
る
。

（
水
道
事
業
）

問
　
水
道
料
の
未
収
金
の
件
数

は
。

答
　
４
４
８
件
で
あ
る
。

問
　
領
収
書
を
毎
月
発
行
す
る

よ
り
も
半
年
発
行
で
も
い
い

の
で
は
。

答
　
使
っ
た
水
道
量
（
使
用
料

も
）
を
教
え
る
こ
と
に
よ
り
、

漏
水
の
場
合
な
ど
に
早
期
発

見
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

決算特別委員会での主な質疑・答弁

　委員会の審議状況
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条
例
改
正

▽
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
平
成
　
年
1
月
1
日
か
ら
施
行

２３

３
歳
に
満
た
な
い
子
の
あ
る
職
員
の
時

間
外
勤
務
の
制
限

　
　
　
平
成
　
年
６
月
　
日
か
ら
施
行

２２

３０

▽
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
配
偶
者
の
就
業
の
有
無
や
育
児
休
業

の
取
得
の
有
無
の
状
況
に
か
か
わ
り
な

く
、
育
児
休
業
や
育
児
短
時
間
勤
務
・

育
児
時
間
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
平
成
　
年
６
月
　
日
か
ら
施
行

２２

３０

▽
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
勤
務
時
間
の
変
更
に
よ
る
、
時
間
外

手
当
等
の
規
定
の
変
更

　
委
託
契
約
の
締
結

工
事
名

　
徳
蔵
倉
見
線
合
併
支
援
道
路
整
備
事

業契
約
の
金
額

　
７
０
，
０
０
０
，
０
０
０
円

契
約
の
相
手
方

　
茨
城
県
知
事
　
　
橋
本
　
昌

　
そ
の
他

▽
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
●
ホ
ロ
ル
の
湯

　
　
財
団
法
人
　
城
里
町
開
発
公
社

　
●
特
産
物
直
売
所
　
な
な
か
い

　
　
七
会
特
産
物
直
売
組
合

　
●
特
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
　
か
つ
ら

　
　
㈱
桂
ふ
る
さ
と
振
興
セ
ン
タ
ー

　
●
総
合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
ふ
れ
あ
い
の
里
・
う
ぐ
い
す
の
里
・

　
　
や
ま
び
こ
の
郷
　
　
　
　

　
　
財
団
法
人
　
城
里
町
開
発
公
社

　
指
定
期
間

　
　
平
成
　
年
4
月
1
日
か
ら

２３

　
　
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で

２８

３１

▽
町
道
の
認
定

　
次
の
路
線
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

▽
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
会
地
区
）

　
平
成
　
年
度
か
ら

２２

　
平
成
　
年
度
ま
で
を
策
定

27

　
次
の
重
点
施
策
を
実
施
す
る
。

①
主
要
道
路
の
整
備
促
進
と
推
進

②
生
活
環
境
の
整
備

③
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
事
業
　

④
保
健
及
び
福
祉
の
向
上
、
医
療
の
充

　
実

⑤
教
育
環
境
の
充
実

⑥
公
共
交
通
の
確
保
、
情
報
化
及
び
地

　
域
間
交
流
の
促
進

　
　
　
　（
詳
細
は
、
企
画
財
政
課
へ
）

１　日
８時間
勤　務

１　日
７時間
４５　分
勤　務

革

９月定例会で決まったこと
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平成22年度補正予算

一般会計
①専決処分にて追加補正

②追加補正　

　　1億１,９８６万円

　総額　

　９４億９,４５０万円

特別会計
６特別会計の補正

歳出

　高校野球甲子園大会出場補助金　　２０万円

歳入の主なもの

　国庫補助金　　　　　　　　　　　８１０万円   

　県支出金　　　　　　　　　　　　２２９万円

　他会計から　　　　　　　　　　　１７８万円

　基金繰入金　　　　　　　　　△１０,０００万円

　平成２１年度繰越金　　 　　　　　４,２６１万円

　町債　　　　　　　　　　　　　１６,３０４万円

歳出の主なもの

　給与及び職員手当等　　　　　　　３,５８２万円   

　　　他会計へ　　　　　　　　　　１,９５２万円

　町税電算業務委託　　　　　　　　３７２万円

　観光協会補助　　　　　　　　　　２５０万円

　用地購入費　　　　　　　　　　　１,３１１万円

　小学校委託料・工事費　　　　　　９１７万円

　給食用備品購入　　　　　　　　　８９９万円

補正後の額補正額会計別

23億7,456万円4,283万円保険事業
国保

2億5,938万円390万円診療所

97万円30万円老人保健

2億　891万円148万円後期高齢者医療

14億　915万円817万円保険事業
介護

569万円介護サービス

10億9,127万円953万円公共下水道事業

10億7,766万円1億６,７５６万円農業集落排水事業

陳
情
結
果

▽
「
県
立
高
校
の
存
続
と
高
校
の

　
人
以
下
学
級
実
現
を
求
め
る
意

３０見
書
提
出
」
の
陳
情

　
　
　
採
　
択

　
茨
城
県
知
事
へ
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

▽
安
心
・
安
全
な
国
民
生
活
実
現

の
た
め
、
国
土
交
通
省
の
地
方
出

先
機
関
の
存
続
を
求
め
る
陳
情
書

　
　
　
採
　
択

　
国
土
交
通
省
等
へ
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

９月定例会で決まったこと



今回５人が質問し、
　　　その要約を掲載しました。

審議した議案と各議員の賛否・臨時会報告
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小
圷
　
　
孝

根
本
　
正
典

鯉
渕
　
秀
雄

小
松
﨑
三
夫

三
村
由
利
子

杉
山
　
　
清

南
條
　
　
治

小
林
　
祥
宏

桐
原
　
健
一

阿
久
津
則
男

加
藤
　
文
夫

関
　
誠
一
郎

河
原
井
大
介

三
村
　
孝
信

余
水
　
紀
夫

薗
部
　
　
一

議　員　名

議　案　名

○○○

議
　
長
　
の
　
た
　
め
　
採
　
決
　
に
　
加
　
わ
　
っ
　
て
　
い
　
な
　
い

○○○○○○○○○○○○町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

○○○○○○○○○○○○○○○町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

○○○○○○○○○○○○○○○町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

○○○○○○○○○○○○○○○工事委託契約の締結

○○○○○○○○○○○○○○○城里町公の施設の指定管理者の指定

○○×○○×××○××○○○○城里町過疎地域自立促進計画

○○○○○○○○○○○○○○○町道路線の認定

○○○○○○○○○○○○○○○平成２２年度一般会計補正予算（専決処分）

○○○○○○○○○○○○○○○平成２２年度一般会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○国民健康保険特別会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○老人保健特別会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○後期高齢者医療特別会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○介護保険特別会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○公共下水道事業特別会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○農業集落排水事業特別会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○平成２１年度一般会計決算認定

○○○○○○○○○○○○○○○国民健康保険特別会計決算認定

○○○○○○○○○○○○○○○老人保健特別会計決算認定

○○○○○○○○○○○○○○○後期高齢者医療特別会計決算認定

○○○○○○○○○○○○○○○介護保険特別会計決算認定

○○○○○○○○○○○○○○○公共下水道事業特別会計決算認定

○○○○○○○○○○○○○○○農業集落排水事業特別会計決算認定

○○○○○○○○○○○○○○○簡易水道事業特別会計決算認定

○○○○○○○○○○○○○○○水道事業会計決算認定

○○○○○○○○○○○○○○○県立高校の存続と高校の３０人以下学級実現を求める意見書

○○○○○○○○○○○○○○○安心・安全な国民生活実現のため、国土交通省の地方出先機関の存続を求める意見書

○○○○○○○○○○○○○○○工事請負契約の締結

審議した議案と各議員の賛否（第３回定例会・第４回臨時会）　　　　　　○は賛成、×は反対、－は欠席

臨
時
会

　
8
月
　
日
に
、
開
催
さ
れ
、
次

１０

の
案
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
工
事
名

　
　
常
北
中
学
校
校
舎
改
築
工
事

　
契
約
金
額

　
　
　
億
７
，
０
５
０
万
円

１２

　
契
約
の
相
手
方

　
　
戸
田
・
日
立
土
木
・
桐
原

　
　
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体　着工前の常北中学校



今回今回５人が質問し、人が質問し、
　　　その要約を掲載しました。　　　その要約を掲載しました。
今回５人が質問し、
　　　その要約を掲載しました。

関　　　誠一郎  議員 12Ｐ

薗　部　　　一  議員 13Ｐ

杉　山　　　清  議員 14Ｐ

加　藤　文　夫  議員 15Ｐ

桐　原　健　一  議員 16Ｐ
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一般質問Ｑ＆Ａ



　
関
　
　
町
債

が
２
０
０
億
も

あ
り
厳
し
い
財

政
の
中
、
舟
渡

団
地
跡
地
の
今

後
の
活
用
は
。

都
市
建
設
課
長

　
跡
地
に
つ
い

て
は
、
分
譲
な

ど
の
考
え
を
含

め
て
地
元
の
意

向
な
ど
勘
案
し

て
検
討
し
て
い

く
。

　
関
　
　
今
年
プ
ー
ル
を
閉

鎖
し
た
が
、
今
後
の
対
応
は
。

町
　
長
　
利
用
者
が
年
々
減

少
し
て
い
る
一
方
、
管
理
費
、

修
繕
費
の
増
大
で
停
止
し
て

い
る
。

　
関
　
　
全
体
の
運
営
に
つ

い
て
今
後
の
対
応
は
。

町
　
長
　
町
の
ス
リ
ム
化
と

し
て
先
々
処
分
し
て
行
き
た

い
。
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 関 　
せき

 誠一郎 　議員
せいいちろう

町有地管理活用につい町有地管理活用についてて

サ
テ
ラ
イ
ト
水
戸
か
ら

サ
テ
ラ
イ
ト
水
戸
か
ら
のの

交
付
金
に
つ
い
て

交
付
金
に
つ
い
て
　
　
　

　
関
　
　
今
ま
で
の
総
額
は
、

基
金
と
し
て
現
在
の
残
高
は
。

町
　
長
　
平
成
　
年
8
月
か

１０

ら
平
成
　
年
8
月
ま
で
で
　

２２

２４

億
６
千
万
余
り
で
あ
り
、
基

金
の
残
高
は
8
億
２
千
万
余

り
で
あ
る
。

　
関
　
　
サ
テ
ラ
イ
ト
水
戸

へ
の
活
用
の
報
告
は
。

町
　
長
　
サ
テ
ラ
イ
ト
へ
何

回
か
行
っ
て
お
礼
を
し
て
い
る
。

　
関
　
　
桂
・
常
北
地
区
の

浄
水
場
の
老
朽
化
の
対
応
は
。

町
　
長
　
建
設
か
ら
　
年
経

３４

過
し
て
い
る
桂
地
区
の
浄
水

場
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

為
、
平
成
　
年
度
予
算
に
実

２２

施
設
計
費
を
計
上
し
改
修
を

予
定
し
て
い
る
。

　
関
　
　
桂
・
常
北
の
浄
水

場
の
緊
急
連
結
管
の
計
画
は
。

町
　
長
　
将
来
的
に
継
い
で

行
く
よ
う
考
え
て
い
る
。

老朽化した赤沢浄水場

と
思
う
が
、
も
う
少
し
慎
重

に
構
え
て
と
感
じ
て
い
る
。

教
育
長
　
今
回
は
、
受
け
入

れ
が
先
行
し
て
大
変
申
し
訳

な
か
っ
た
が
、
一
応
友
好
的

で
あ
っ
た
と
思
う
。

　
関
　
　
来
年
も
行
う
の
か
。

町
　
長
　
今
回
の
経
験
を
踏

ま
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
と

相
談
し
行
い
た
い
。

　
関
　
　
補
助
員
は
誰
が
任

命
す
る
の
か
。

町
　
長
　
町
内
に
７
ヶ
所
の

公
設
、
民
設
が
あ
り
児
童
ク

ラ
ブ
、
父
母
の
会
の
組
織
が

あ
り
町
は
、
委
託
契
約
を
し

側
面
か
ら
支
援
し
て
い
る
為
、

補
助
員
は
各
ク
ラ
ブ
が
任
命

し
て
い
る
。

　
関
　
　
小
学
校
統
合
に
あ

た
っ
て
今
後
の
活
動
は
。

健
康
福
祉
課
長

　
学
童
保
育
は
大
切
な
事
業

で
あ
り
、
一
新
に
し
て
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
。

モ
ン
ゴ
ル
生

モ
ン
ゴ
ル
生
　
　
　

受
け
入
れ
に
つ
い

受
け
入
れ
に
つ
い
てて

学
童
保
育
に
つ
い

学
童
保
育
に
つ
い
てて

水
道
事
業
に
つ
い

水
道
事
業
に
つ
い
てて

　
関
　
　
町
長
、
教
育
長
の

感
想
は
。

町
　
長
　
国
際
交
流
の
一
環

と
し
て
良
い
影
響
を
与
え
た

う
ぐ
い
す
の
里
の
今
後
の
活
用
に
つ
い

う
ぐ
い
す
の
里
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
てて

うぐいすの里にあるプール



薗
　
部
　
町
長
就
任
、
約
１

年
半
過
ぎ
て
、
７
つ
の
公
約

の
実
施
と
今
後
の
重
点
目
標

に
つ
い
て
。

町
　
長
　
国
道
１
２
３
号
線

バ
イ
パ
ス
の
整
備
、
石
塚
下

圷
区
間
の
工
事
着
工
、
県
道

錫
高
野
石
塚
線
、
県
道
城
里

那
珂
線
の
開
通
等
、
本
年
度

中
完
成
、
又
は
平
成
　
年
度

２３

に
完
成
予
定
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

企
業
誘
致
推
進
委
員
会
を
設

置
し
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

薗
　
部
　
厳
し
い
町
財
政
の

改
善
策
は
。

町
　
長
　
企
業
誘
致
に
よ
り

固
定
資
産
税
、
法
人
税
や
雇

用
拡
大
に
よ
り
税
収
ア
ッ
プ

を
図
る
。

薗
　
部
　
特
色
あ
る
施
策
の

１
つ
と
し
て
城
里
町
過
疎
地

域
自
立
促
進
計
画
案
が
示
さ

れ
た
こ
と
は
、
大
変
良
い
こ

と
で
あ
る
。

町
　
長
　
町
財
政
の
改
善
の

打
開
策
で
あ
る
。

薗
　
部
　
町
民
と
の
融
和
・

一
体
感
の
育
成
は
ど
う
か
。

町
　
長
　
町
の
く
ら
し
の
会
、

サ
ロ
ン
等
に
出
席
し
、
ご
意

見
等
を
聞
い
て
い
る
。
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 薗 
その

 部 　　
べ

 一 　議員
はじめ

町
政
運
営
に
つ
い

町
政
運
営
に
つ
い
てて

薗
　
部
　
本
年
採
用
さ
れ
た

６
名
の
方
の
研
修
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

町
　
長
　
採
用
時
に
各
課
局

長
を
講
師
と
し
て
行
政
研
修
、

県
自
治
研
修
所
に
お
い
て
、

新
規
採
用
職
員
課
程
研
修
を

実
施
。

薗
　
部
　
民
間
の
方
へ
の
教

育
研
修
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

職
員
の
研
修
に
つ
い

職
員
の
研
修
に
つ
い
てて

町
　
長
　
接
遇
に
当
た
っ
て

は
民
間
企
業
に
勝
る
も
の
は

な
い
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
観

点
か
ら
勉
強
さ
せ
て
い
き
た

い
。
県
と
の
人
事
交
流
を
行

い
、
事
務
・
実
務
研
修
を

行
っ
て
い
る
。

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
てて

薗
　
部
　
平
成
　
年
４
月
か

２３

ら
、
廃
校
と
な
る
５
校
の
校

舎
及
び
跡
地
の
利
活
用
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
　
長
　
小
学
校
再
編
実
施

準
備
委
員
会
の
学
校
再
編
部

会
で
、
地
域
の
ご
意
見
、
ご

要
望
の
集
約
を
し
、
再
編
終

了
後
、
庁
内
の
検
討
委
員
会

で
進
め
た
い
。

薗
　
部
　
現
在
町
内
で
も
利

用
さ
れ
て
い
な
い
土
地
が
多

く
あ
る
こ
と
な
の
で
、
さ
ら

に
増
え
て
し
ま
う
の
で
同
時

進
行
で
検
討
し
て
は
。

町
　
長
　
地
域
の
人
の
気
持

ち
を
踏
ま
え
て
誠
心
誠
意
尽

く
し
た
い
。

廃校となる小学校

小 松 小

青 山 小

古 内 小

圷 小

岩 船 小

北 方 小

七 会 東 小

七 会 西 小

※青山小校舎は、常北小校舎と

して使用

　岩船小校舎は、桂小校舎とし

て使用

　七会東小校舎は、七会小校舎

として使用



杉
　
山
　
自
主
財
源
確
保
と

財
政
健
全
化
が
重
要
課
題
で

あ
る
。
地
域
主
権
を
考
え
政

策
室
を
設
け
て
は
。

町
　
長
　
政
策

室
と
い
う
形
で

問
題
点
を
あ
げ

る
の
は
大
事
で

検
討
し
て
い
き

た
い
。

杉
　
山
　
町
に

は
、
表
彰
条
例

は
あ
る
が
、
職

員
表
彰
は
永
年

勤
続
の
み
、
人

材
育
成
と
職
務

向
上
か
ら
職
員

表
彰
を
実
行
し

て
は
。

町
　
長
　
職
員

の
や
る
気
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
図
る
点
か
ら
も
、
積
極

的
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

杉
　
山
　
　
建
設
か
ら
　
年
６０

以
上
経
過
し
幅
員
（
５
．５
ｍ

以
下
）
と
狭
く
、
大
型
車
通

行
に
苦
慮
し
て
い
る
。
県
へ

の
架
け
替
え
要
望
は
。

町
　
長
　
　
改
修
促
進
同
盟

会
連
名
（
３
市
、
５
町
）
に

て
、
県
へ
要
望
し
て
い
る
。
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 杉山 　　
すぎやま

 清 　議員
きよし

機構改革につい機構改革についてて

水
害
対
策
に
つ
い

水
害
対
策
に
つ
い
てて

杉
　
山
　
圷
地
区
に
と
っ
て

は
、
江
川
（
根
古
屋
、
藤
坂

橋
含
め
）
改
修
は
永
年
の
悲

願
で
あ
る
。
最
近
の
気
象
状

況
（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
）
を
考
え

る
と
、
バ
イ
パ
ス
完
成
前
の

着
工
を
。
町
内
河
川
改
修
に

つ
い
て
も
、
地
元
区
長
さ
ん

と
協
議
し
、
県
へ
申
請
し
て

頂
き
た
い
。

町
　
長
　
現
状
確
認
を
し
、

阻
害
要
因
の
除
去
と
、
下
流

能
力
の
確
保
、
改
修
を
県
へ

強
く
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。

 

江川　桂地区

杉
　
山
　
有
収
水
率
県
平
均

は
　
．
８
％
で
あ
る
。
当
町

８８
の
収
水
率
と
低
い
原
因
は
。

水
道
課
長
　
小
松
系
　
．
９

５８

％
、
赤
沢
系
　
．７
％
、
岩
船

７７

系
　
．
３
％
で
町
平
均
　
．
３

５６

７７

％
。
有
収
水
率
低
下
の
主
な

原
因
は
、
施
設
の
老
朽
化
で

あ
る
。

杉
　
山
　
水
道
石
綿
管
（
常

北
）
は
、
合
併
時
　
㎞
強
の

１３

残
存
距
離
、
平
成
　
年
9
月

２０

現
在
で
８
．
６
㎞
で
あ
る
が
、

町
長
は
地
域
活
性
交
付
金
を

最
大
限
に
利
用
し
、
布
設
替

え
工
事
を
進
め
て
い
る
が
、

現
残
存
数
と
、
平
成
　
年
度

２３

以
降
の
、
時
限
立
法
（
補
助

金
）
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

町
　
長
　
現
残
存
数
は
４
．

　
㎞
で
、
石
綿
管
布
設
替
え

１８事
業
の
時
限
立
法
に
つ
い
て

は
、
県
へ
強
く
要
望
し
て
ま

い
り
た
い
。

杉
　
山
　
老
朽
化
の
施
設
は
、

石
塚
、
赤
沢
浄
水
場
は
昭
和

　
年
～
平
成
５
年
に
、
岩
船

４９浄
水
場
（
第
１
、
２
加
圧
場
）

は
昭
和
　
年
～
　
年
に
整
備

５１

５５

さ
れ
た
。
桂
地
区
（
圷
）
に

は
、
簡
易
水
道
埋
設
管
も
あ

り
、
耐
用
年
数
も
大
き
く
経

過
し
て
い
る
が
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
。

水
道
課
長
　
老
朽
化
の
設
備

は
計
画
的
に
事
業
化
し
安
定

供
給
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

杉
　
山
　
七
会
地
区
、
未
普

及
地
区
の
加
入
率
と
、
新
規

（
大
口
）加
入
企
業
等
は
あ
る

か
。

水
道
課
長
　
町
全
域
加
入
率

は
　
．
１
％
、
七
会
地
区
（
簡

９４
易
水
道
外
）加
入
率
は
　
．
４

８３

％
で
あ
る
。

町
　
長
　
大
口
加
入
に
つ
い

て
は
、
平
和
墓
地
公
園
に
加

入
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。

那
珂
川
大
橋
に
つ
い

那
珂
川
大
橋
に
つ
い
てて

現在の那珂川大橋

水
道
事
業
に
つ
い

水
道
事
業
に
つ
い
てて



加
　
藤
　
本
町
に
お
い
て
、

３
地
区
の
小
学
校
が
統
廃
合

に
な
る
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
何
台
に
す
る
の
か
。

教
育
長
　
通
学
路
部
会
と
い

う
の
を
各
3
地
区
に
つ
く
り
、

保
護
者
の
方
々
を
含
め
検
討

し
て
い
る
が
、
停
留
所
方
式

を
と
り
、
あ
る
一
定
の
と
こ

ろ
ま
で
は
、
児
童
の
方
に
歩

い
て
き
て
も
ら
い
、
そ
こ
か

ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
学
校
ま

で
届
け
る
。
各
地
区
と
も
バ

ス
は
2
台
を
原
則
と
し
て
い

る
。

加
　
藤
　
閉
校
さ
れ
た
小
学

校
の
児
童
は
誰
で
も
乗
車
で

き
る
の
か
。

教
育
長
　
県
や
国
の
通
学
距

離
と
い
う
の
は
片
道
４
キ
ロ

と
い
う
の
が
原
則
で
あ
る
。

本
町
で
は
、
そ
れ
を
当
て
は

め
ず
に
２
キ
ロ
を
目
安
と
し
、

2
キ
ロ
以
内
の
児
童
に
徒
歩

通
学
を
お
願
い
す
る
。

加
　
藤
　
閉
校
さ
れ
な
い
児

童
は
バ
ス
に
乗
車
で
き
な
い

の
か
。

教
育
長
　
大
変
議
論
が
あ
っ

た
が
、
存
続
校
は
従
来
の
通

学
方
法
を
と
り
あ
え
ず
考
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

加
　
藤
　
水
道

管

よ

り

消

防

ホ
ー
ス
の
方
が

口
径
が
大
き
い

消
火
栓
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
。

町
　
長
　
合
併

後
の
消
火
栓
の

設
置
に
つ
い
て

は
、
消
防
水
利

の
基
準
に
従
っ

て
設
置
を
し
て
い
る
。
従
来

設
置
さ
れ
た
消
火
栓
を
新
町

に
引
き
継
ぎ
、
消
防
法
の
基

準
と
い
う
考
え
方
で
今
後
消

防
と
水
道
に
お
い
て
協
議
を

し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

加
　
藤
　
防
火
水
槽
に
水
道

管
が
接
続
さ
れ
て
い
な
い
の

は
な
ぜ
な
の
か
。

町
　
長
　
桂
地
区
に
防
火
貯

水
槽
へ
の
給
水
用
水
道
管
の

接
続
を
し
て
い
な
い
箇
所
は

承
知
し
て
い
る
。
消
防
法
の

考
え
方
に
沿
っ
て
整
備
を
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
防
火

貯
水
槽
へ
の
補
給
は
各
分
団

に
お
願
い
し
て
い
る
。
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 加 
か

 藤 　
とう

 文 
ふみ

 夫 　議員
お

小
学
校
再
編
後
の

小
学
校
再
編
後
の
　
　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
てて

防災につい防災についてて

桂地区にある防火水槽



桐
　
原
　
県
内
　
市
町
村
が

１０

助
成
を
決
定
し
て
い
る
。
本

町
に
お
い
て
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種

の
公
費
助
成

が
で
き
な
い

か
。

町
　
長
　
平

成
　
年
度
中

２３
に
は
、
中
学

１
年
生
を
対

象
に
実
施
し

て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
検

討
し
て
い
る
。

桐
　
原
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
公
費
助
成
し
た

場
合
、
町
の
負
担
は
ど
の
く

ら
い
に
な
る
の
か
。

町
　
長
　
一
人
３
回
の
接
種

で
５
万
円
か
か
る
と
想
定
し

て
、
５
０
０
万
円
程
度
と
考

え
て
い
る
。
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 桐原 　
きりはら

 健一 　議員
けんいち

県内ワクチン接種助成市町村

境 町

大 子 町

古 河 市

那 珂 市

潮 来 市

美 浦 村

牛　 久　 市

常　 総　 市

取　 手　 市

坂　 東　 市

子宮頸がん予防ワクチ子宮頸がん予防ワクチンン
接種の助成について接種の助成について　　

桐
　
原
　
団
地
を
個
人
に
分

譲
し
て
、
住
民
を
増
や
す
考

え
は
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長

　
跡
地
に
つ
い
て
は
、
分
譲

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
含

め
て
、
地
元
の
意
向
を
勘
案

し
有
効
な
活
用
を
検
討
し
て

い
く
。

舟渡団地跡地　下圷地内

桐
　
原
　
ケ
ア
付
高
齢
者
住

宅
な
ど
、
介
護
施
設
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

町
　
長
　
学
校
再
編
終
了
後

に
地
域
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
参
考
に
、
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

明
年
、
廃
校
と
な
る

明
年
、
廃
校
と
な
る
　
　

小
学
校
の
活
用
に
つ
い

小
学
校
の
活
用
に
つ
い
てて

下
圷
舟
渡
団
地
の

下
圷
舟
渡
団
地
の
　
　
　

跡
地
に
つ
い

　
　
　
　
跡
地
に
つ
い
てて
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議会の動き
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研修報告
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研修報告
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集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
編
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後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後
記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記

　
今
夏
の
記
録
的
な
猛
暑
も
「
彼

岸
」
を
境
に
一
段
落
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
異
常
現

象
は
、
今
年
二
月
の
チ
リ
の
大
地

震
で
地
球
の
軸
が
移
動
し
一
日
の

長
さ
が
短
く
な
っ
た
可
能
性
が
あ

る
と
N
A
S
A
が
発
表
し
た
よ
う

で
す
が
、
こ
の
事
も
一
つ
の
原
因

と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
地
球
の
軸

が
ズ
レ
た
と
い
う
事
で
す
が
、

（
こ
の
地
震
に
よ
っ
て
地
球
の
自

転
速
度
が
早
ま
り
、
１
日
１
０
０

万
分
の
１
．
２
６
秒
短
縮
し
た
と

い
う
。）
こ
の
様
に
、
私
達
の
知
ら

な
い
間
に
、
少
し
ず
つ
何
か
が
ズ

レ
て
い
く
と
い
う
事
が
、
今
の
社

会
情
勢
と
近
い
感
じ
が
し
ま
す
。

こ
ん
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
町
政

の
在
り
方
は
、「
町
の
為
に
」
と
い

う
事
を
再
認
識
し
な
が
ら
、「
ブ

レ
な
い
」「
ズ
レ
な
い
」
政
治
を

行
っ
て
い
く
事
が
、
大
切
な
事
だ

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
河
原
井
　
大
介
　
記

議
会
広
報
委
員
会

　
委
　員
　長
　
小
　
林
　
祥
　
宏

　
副
委
員
長
　
河
原
井
　
大
　
介

　
委
　
　
員
　
杉
　
山
　
　
　
清

　
　
　
　
　
　
南
　
條
　
　
　
治

　
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
文
　
夫

　
　
　
　
　
　
余
　
水
　
紀
　
夫

　
　
　
　
　
　
薗
　
部
　
　
　
一

　　
　
月
　
日
、
雲
ひ
と
つ
な
い
、
秋
空

１０

１１

の
下
で
第
６
回
城
里
町
民
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
阿
久
津
大
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
保

育
園
児
か
ら
高
年
者
ク
ラ
ブ
の
皆
様
ま

で
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
の
運
動
会
の

１
コ
マ
で
す
。

　
区
対
抗
の
綱
引
き
や
各
中
学
校
部
対

抗
リ
レ
ー
、
区
対
抗
リ
レ
ー
に
は
力
が

入
り
ま
し
た
。
ケ
ガ
を
さ
れ
た
方
も
な

く
、
関
係
者
の
ご
協
力
で
、
無
事
終
了

で
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。


